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１   

序
論

　

第
５
章
で
は
、
茶
文
化
の
商
品
化

に
お
け
る
概
念
モ
デ
ル
の
４
要
素
の
一つ

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（
C
B
T
）に
お
い
て
、
茶

に
関
連
し
た
資
源
か
ら
創
出
さ
れ
た

観
光
収
入
が
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
構

成
員
に
公
平
に
管
理
運
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
章
で
は
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
新
た
な
戦
略
と

し
て
提
案
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ

ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
の
強
化

を
図
る
。
こ
こ
で
は
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
概
念
を
用
い
て
安
全
な
茶
を
ど
の

よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
の
か
、
北
部

タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
有
機
栽
培
茶

生
産
者
を
二
例
挙
げ
て
詳
述
す
る
。

フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
有
機
栽

培
茶
の
グ
ル
ー
プ
は
、
野
生
茶
（
カ
メ

リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ
カ
種
）

甘
味
を
生
み
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待

で
き
る
。
他
の
飲
料
と
違
っ
て
、
茶
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
脂
質
の
含

有
量
は
微
少
で
あ
る
。
茶
の
フ
ッ
化
物
は
歯
を
強
く
し
、
口
腔
の

健
康
を
改
善
し
、
口
臭
を
防
ぐ
。
茶
は
更
に
カ
テ
キ
ン
に
よ
っ
て
、

免
疫
力
を
高
め
、
食
品
腐
敗
の
も
と
に
な
る
バ
ク
テ
リ
ア
を
殺
菌

す
る
効
果
が
あ
り
、
ま
た
、
脳
や
神
経
機
能
を
改
善
し
、
ア
ン
チ・

エ
イ
ジ
ン
グ
の
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茶
に
は
健
康
増
進
の
効
果
が
あ
る

が
、
無
農
薬
で
あ
れ
ば
な
お
更
で
あ
る
。
自
然
の
中
で
、
特
に
野

生
の
茶
樹
は
化
学
物
質
の
存
在
し
な
い
自
然
環
境
で
育
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
量
生
産
の
場
合
、
そ
の
環
境
の
実
現
は
難
し
い
。
し

た
が
っ
て
、
大
量
生
産
に
代
わ
る
市
場
で
の
有
機
栽
培
茶
の
生
産

は
、
健
康
志
向
の
人
々
の
ニッ
チ
需
要
、
特
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ

レ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。
茶

観
光
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
茶
愛
好
家
や
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ツ
ー
リ

ス
ト
や
新
規
性
を
求
め
る
人
々
な
ど
で
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
ウ
ェ

ル
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
、
例
え
ば
温
泉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ヨ
ガ
、

瞑
想
や
漢
方
療
法
な
ど
と
関
連
す
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
有

機
栽
培
茶
の
商
品
や
茶
文
化
の
商
品
化
の
他
の
要
素
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
茶
園
の
自
然
景
観
を
楽
し
み

な
が
ら
有
機
栽
培
茶
を
味
わ
っ
た
り
、
茶
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
で

の
イ
メ
ー
ジ
を
再
編
す
る
努
力
を
し
て
お
り
、「
ミ
ヤ
ン
」
と
し
て

知
ら
れ
る
伝
統
的
な
発
酵
食
用
茶
を
飲
料
に
作
り
替
え
て
い
る
。

も
う
一
例
は
、
ド
イ
・
チ
ャ
ー
ン
テ
ィ
ー
で
、
中
国
茶
（
カ
メ
リ
ア
・

シ
ネ
ン
シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種
）
か
ら
純
粋
な
有
機
栽
培
茶
の
商
品

を
作
っ
て
い
る
小
さ
な
会
社
で
あ
る
。

２   

茶
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
健
康
効
果

　

こ
れ
ま
で
の
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
喫
茶
に
は
長
い
歴
史
が
あ

り
、
茶
の
健
康
効
果
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
科
学
的
研
究
が
行
わ

れ
て
き
た
。
中
国
の
古
い
諺
に
よ
れ
ば
、「
一
日
一
杯
の
茶
で
、
薬

屋
要
ら
ず
」
と
い
う
。
１
カ
ッ
プ
の
茶
に
は
、
茶
葉
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
に
よ
る
健
康
効
果
が
多
く
あ
る
。
茶
葉
に
は
溶
解
性
成

分
と
非
溶
解
性
成
分
が
含
ま
れ
る
が
、
多
糖
類
や
た
ん
ぱ
く
質

と
いっ
た
非
溶
解
性
の
物
質
が
60
％
あ
る
。
溶
解
性
の
物
質
は
40

％
で
、
カ
テ
キ
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
、
カ
フ
ェ
イ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、

フ
ッ
化
物
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
な
ど
で
あ
る
。

　

乾
燥
状
態
で
重
量
比
８
％
か
ら
20
％
含
ま
れ
て
い
る
カ
テ
キ
ン

は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
と
と
も
に
、
苦
み
と
渋
み
を
生
む
。
緑
茶
で
は
、

カ
テ
キ
ン
に
よ
る
健
康
効
果
は
ガ
ン
や
心
臓
病
、
肝
臓
病
の
リ
ス
ク

を
減
少
さ
せ
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ア
ミ
ノ
酸
や
テ
ア
ニ
ン
は
旨
味
と

野
生
の
茶
の
製
品
作
り
を
体
験
し
た
り
、
有
機
栽
培
茶
を
飲
み

な
が
ら
茶
の
温
泉
で
茶
オ
イ
ル
の
ボ
デ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る

な
ど
で
あ
る
。

３   

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
共
に
有
機
栽
培
茶
を
ブ
ラ
ン
ド
に

す
る
：
フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
五
色
の
有
機
栽
培
茶

の
ケ
ー
ス

　
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
戦
略
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
は
有
機
栽
培

茶
の
商
品
を
消
費
し
た
り
体
験
し
た
り
す
る
顧
客
を
満
足
さ
せ

る
た
め
に
使
わ
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
は
記
号
や
イ
メ
ー
ジ
や
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
表
さ
れ
、
４
種
類
の
主
な
役
割
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
、
知
覚
の
対
象
物
、
価
値
の
増
進
、
そ
し
て

関
係
づ
け
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
基
づ
く

有
機
栽
培
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
そ
の
よ
う
な
意
味
づ
け
に
依
拠
す

る
。
フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
有
機
栽
培
茶
の
製
品
は
有
機
栽

培
茶
が
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

さ
れ
る
か
に
関
す
る
一
例
で
あ
る
。

　

フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
は
標
高
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地
で
、

百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
発
酵
茶
の
「
ミ
ヤ
ン
」
を
生
産
し
て
き
た
。

こ
の
小
さ
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
は
チ
ェン
ラ
イ
県
の
最
南
端
地
方
の
ビ

エ
ン
・
パ・
パ
オ
地
区
に
あ
る
（
図
１
）。
こ
の
村
は
、
フ
ェ
イ
・
ポ
ン
・

お茶と観光
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ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
農
業
拡
大
地
域
に
属
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
ア
ッ
サ
ム
茶
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
が
こ
の
ロ
イ

ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
売
却
さ
れ
る
。
タ
イ
王
室
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
業
の
発
達
に
伴
っ
て
生
ま
れ
た
有
害
性
に
対
処
す

る
術
を
農
民
に
与
え
て
お
り
、
生
産
物
の
化
学
残
留
物
を
含
め

た
化
学
殺
虫
剤
や
農
薬
の
危
険
な
使
用
の
管
理
な
ど
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
こ
の
村
で
の
茶
栽
培
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基

準
に
よ
っ
て
品
質
と
安
全
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
、
高
地
研
究
開
発
研
究
所
の
援
助
に
よ
り
、
ロ

イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
C
B
T
）
の
主
な
経
営
を
支
え
る
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ス
ト
事
業
の
経

営
促
進
を
村
民
た
ち
に
勧
め
た
。
そ
れ
以
来
、
観
光
資
源
と
し

て
の
茶
が
タ
イ
の
有
機
栽
培
ア
ッ
サ
ム
茶
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
し

て
、
こ
の
村
の
特
別
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
な
っ
て

い
る
。
フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
有
機
栽
培
茶
の
グ
ル
ー
プ
は
、

伝
統
的
な
漬
物
の
噛
む
軽
食
「
ミ
ヤ
ン
」
に
使
わ
れ
て
い
た
野
生

の
茶
（
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ
カ
種
）
の
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
替
え
て
、
飲
む
健
康
茶
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
五
色
の
茶
」
が
次
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
の
方
法

論
と
し
て
創
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ミ
ヤ
ン
と
は
異
な
る
物
と
し
て
観
光
客
の
知
覚
に
訴
え
る

ブ
ラ
ン
ド
化
、
野
生
の
茶
へ
の
付
加
的
な
価
値
の
創
生
、
そ
し
て

農
民
と
観
光
客
と
の
関
係
性
の
構
築
で
あ
る
。「
五
色
の
茶
」
は

を
示
す
（
図
２
）。
そ
の
他
の
顧
客
は
中
国
市
場
と
国
内
市
場
で

あ
り
、
40
％
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
市
場
へ
の
製
品
は
、
プ
ー
ア
ル

地
域
で
は
「
チ
ャ
ー
・ハ
ー
・
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
白
、
緑
、

黄
、
黒
と
赤
で
構
成
さ
れ
る
。
茶
葉
の
部
位
を
選
別
す
る
地
域

の
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
の
有
機
栽
培
茶
は
違
っ
た
色
を

生
み
出
せ
る
。
白
茶
は
野
生
の
茶
葉
の
心
芽
の
み
か
ら
作
ら
れ
る

が
、
２
葉
目
と
心
芽
は
緑
茶
の
た
め
に
選
別
さ
れ
る
。
ま
た
黄
茶

は
、
一
心
三
葉
の
葉
か
ら
作
ら
れ
、
そ
し
て
先
端
か
ら
４
枚
目
以

後
の
茶
葉
は
黒
茶
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
。
も
う
一つ
は
ル
ア
ド
・

マ
ン
・
コ
ー
ン
（
龍
の
血
と
い
う
意
味
）
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、
ロ

イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
新
し
い
ハ
ー
ブ
で
あ

る
。
茶
と
同
様
に
高
血
圧
や
体
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
と
し
て
、
そ
の
血
の
よ
う
な
色
か
ら
赤
茶
と
呼
ば
れ
る
。

　

フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
の
有
機
栽
培
茶
グ
ル
ー
プ
の
30
人
の
メ

ン
バ
ー
は
、
五
色
の
茶
の
生
産
を
協
力
し
て
行
う
。
原
料
と
し
て

の
生
茶
葉
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
集
め
ら
れ
た
り
、
村
の

他
の
茶
農
家
か
ら
購
入
さ
れ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
年
間
を
通

じ
て
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
５
種
類
の
茶

を
生
産
す
る
。
一
番
重
要
な
顧
客
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基

金
で
、
茶
の
生
産
高
の
50
％
を
占
め
、
黒
茶
と
白
茶
は
ロ
イ
ヤ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
金
の
た
め
に
最
も
大
量
に
生
産
さ
れ
る
。
ロ
イ
ヤ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
金
は
茶
葉
の
残
留
化
学
物
質
を
調
べ
た
後
、

パッ
ケ
ー
ジ
に
詰
め
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ロ
ゴ
で
ブ
ラ
ン
ド 図１　有機栽培茶園とヘルスツーリズムのサイトの位置

図２　五色の茶とロイヤル・プロジェクトの認証ロゴ
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残
り
の
10
％
は
観
光
商
品
と
し
て
そ
の
地
域
に
割
り
当
て
ら

れ
、
C
B
T
パッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
を
支
え
て
い
る
。
パッ
ケ
ー
ジ
に

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
食
事
、
有
機
栽
培
「
五
色
の
茶
」
の
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
、そ
し
て
茶
の
土
産
が
含
ま
れ
る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ま
た
、

様
々
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
茶
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
提
供
さ
れ
、

伝
統
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
有
機
栽
培
茶
料
理
の
調
理
や
食
事
（
図
３
）、

野
生
の
茶
摘
み
、
茶
葉
の
焙
煎
と
手
揉
み
（
図
２
）、
有
機
栽
培

茶
園
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
野
生
の
茶
の
森
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

が
あ
る
。

　
「
五
色
の
茶
」
の
製
品
は
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
的
地
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
茶
の
温
泉
や
茶
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
いっ
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
直
接
関
係
は
し
な
い
が
、
茶
文
化
の
商

品
化
の
諸
要
素
と
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
関
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
然
茶
園
や
野
生

の
茶
の
森
は
健
康
や
ウ
ェル
ネ
ス
の
施
設
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
有

機
栽
培
茶
で
地
元
の
料
理
を
調
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
や

茶
生
産
が
増
進
さ
れ
、
有
機
栽
培
茶
を
ど
の
よ
う
に
育
て
生
産

す
る
か
を
学
ぶ
こ
と
は
、
自
然
環
境
で
の
茶
の
生
産
や
茶
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
へ
の
認
識
を
深
め
る
の
で
あ
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

茶
生
産
の
た
め
の
黄
茶
が
中
国
の
消
費
者
か
ら
の
高
い
需
要
が
あ

り
、
緑
茶
は
国
内
消
費
に
当
て
ら
れ
る
。

図３　有機栽培茶葉から健康食を調理する


